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研修会の概要につきまして、今回と次回の 2 回に分けてニュースレターでご紹介します。この紙

面を借りてご協力いただいた皆様には、心からお礼申し上げます。 

昨年 12 月 2 日(金)、国土交通省のご協力を得て、当会が主催する「第 3 回 地下空間活用に関

する研修会」が開催されました。この研修会は、これまで 2020 年、2021 年、地下街など地下

空間を活用している自治体の職員の皆さんを対象に「自治体職員向けの地下空間活用に関する研修

会」として実施してきたもので、今回が 3回目となります。ご要望に沿って、今回は遠方の自治体

からも参加しやすいようにオンライ

ン形式で開催し、更に、自治体の皆さ

んに限らず、広く地下空間の活用に

関わる事業者、ゼネコン、コンサルタ

ントなどにも対象を拡げました。ま

た、土木学会 地下空間研究委員会 

計画小委員会からもご後援いただき

ました。当日は 27 名の方に受講い

ただき（前回は 8 名）、講師並びに事

務局を合わせて 39 名の参加となり

ました。 

研修会の内容はこれまで同様、地

下空間の活用に関する国の施策の動

向、法制度の体系、具体的な事例の 3

本柱ですが、これまで東京、大阪の事

例を取り上げてきました。今回は特

に名古屋地区の地下空間活用の事例

を、そして、地方中小都市の地下街再

構築に焦点を合わせた事例などを取

り上げました。 

 まず午前は、冒頭で地下空間活用

に関する法制度について、大阪地下

街株式会社の井下理事兼施設部長に

令和5（2023）年1月 

 

No.20 

 

USJ  NEWS  LETTER 

都市地下空間活用研究会  

Urban Underground Space Center of Japan 

第 3 回 地下空間活用に関する研修会① 



USJ NEWS LETTER 2022_No.20 

2 

ホワイティうめだのリニューアル実施を法制度の観点から説明いただきました。続いて国土交通省 

都市局 街路交通施設課 角田街路事業調整官に都市地下空間活用に関する国の施策について講義

いただきました。 

 午後は、初めに日本大学理工学部土木工学科教授 大沢先生に「都市地下空間利活用の必要性と

可能性―地下の計画的位置づけ―」と題して基調講演をいただきました。続いて地下空間活用の具

体的な事例として、一つは名古屋地区の地下空間活用について名古屋市住宅都市局の冨樫主査と熊

谷係長から、リニア中央新幹線の開業に向けた名古屋駅駅前広場の再整備の状況と名古屋市地下街

基本方針について紹介いただきました。そして、再生に取り組む地方の地下街について、小田原市

経済部商業振興課の渡辺係長と澤地主任から地下街「ハルネ小田原」について、また新潟市経済部

商業振興課の佐藤主査から地下街「西堀ローサ」について説明いただきました。 

以下に研修会の概要を今回と次回の 2 回に分けてニュースレターでご紹介します。この紙面を

借りてご協力いただいた皆様には、心からお礼申し上げます。 

 

 

 ホワイティうめだのスケルトン化によるリニューアルにつ

いては、これまでも各方面で発表されてきました。躯体補修・

耐震補強、地下街の規制強化後の基準への適合、浸水対策、設

備増強等、従来の地下街改修で実施できなかった内容をスケル

トン化によるリニューアルで実現し、抜本的に更新することが

できます。また、店舗構成の全面的な変更により大幅な収益化

を図ることも可能となります。しかし、スケルトン化しても基準への準拠が困難である項目はいく

つかあり、また、事業費の高額化、店舗面積の減少、長期休業等の課題があることも現実です。 

研修では大阪地下街㈱の概要、地下街を取り巻く基準の変遷と地下街の建設経過に触れた後、ホ

ワイティうめだの建築基準法、地下街基本方針への準拠状況について詳しく説明いただきました。

そこでは地下街基本方針前後の経営スキームの変化と、経営が成立するよう公共が費用負担する必

要性がわかりやすく図で説明され、法制度と経営が密接不可分であることが理解できました。 

ホワイティ

うめだリニュ

ーアルの具体

的事例では地

下街の概要、

機能更新の基

本的考え方、

機能更新のメ

ニュー、そし

て基準への準

拠を目指す改

修の実現可能

性について詳

しく解説があ

りました。更

に、専用の排
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煙設備の設置、広場空間での安全区画の設定の考え方、スケルトン化しても基準への準拠が困難で

ある場合の代替措置での対処ほかについて、図と写真をもちいてわかりやすく説明がありました。 

 

 

 「都市地下空間の活用」と題して、広がる地下空間、安全な

地下空間の取組、人にやさしい地下空間のための官民連携の取

組、まちづくり DX の 4 つの話題が提供されました。 

 広がる地下空間については初めに地下街の定義と現況、法制

度と管理者について触れた後、地下街における歴史的変遷につ

いて紹介がありました。 

続いて安全な地下空

間の取組に関し、地震災

害に伴う地下施設の被

害状況から防災対策の

重要性について解説が

あり、地下街防災推進事

業の制度内容、「地下街

の安心避難対策ガイド

ライン」、そして地下空

間の浸水対策や漏水対

策、更に「地下街防災推

進事業 地下街の制度の

解説と取組事例」につい

て説明がありました。ま

た、避難時の密集状態に
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おける感染リスクを下げるため、換気設備及び開口部の改修を令和３年度より支援対象に追加した

旨の紹介がありました。併せて近年における地下空間の防災対策の事例として、札幌都心のさっぽ

ろ創世スクエア周辺のエネルギーネットワーク並びに帰宅困難者対応について説明がありました。

今回は特に、昨今の国際情勢から、国民保護法に基づき有事の際に、大規模な地下施設を緊急一時

避難施設に指定する取組が説明されました。 

人にやさしい地下空間のための官民連携による取組については、渋谷駅周辺の縦軸空間、新宿駅

東西自由通路整備、札幌駅前地下歩行空間、東京駅八重洲バスターミナル整備など事例の詳しい解

説がありました。更に案内サインの改善では新宿ターミナルの取組の紹介がありました。 

 まちづくり DX については、４つの重点取組テーマ、すなわち都市空間 DX、エリマネ DX、ま

ちづくりデータの高度化・オープンデータ化、3D 都市モデルの整備・活用・オープンデータ化の

紹介があり、このうち 4 番目のテーマに関しては Project PLATEAUの取組内容の詳しい説明が

ありました。 

 

また、その他として、国土交通省が後援する第 28 回地下空間シンポジウム（本年 1 月 26日開

催）についての紹介がありました。なお、同シンポジウムは当研究会も後援しました。 

 


